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調 査 名
 東南海・南海地震予測のための地下水等総合観測施設整備工事（愛媛県新
居浜市地区）

事業・工事名   

ボー リング 名 孔 ２ 調査位置 愛媛 県新居 浜市 黒島 2 - 1 2 　黒島 海浜公 園内 北 緯 3 3 ﾟ  5 9 '  2 5 . 0 8 "

東 経 1 3 3 ﾟ  2 0 '  3 2 . 5 4 "発 注 機 関 独立行 政法人 　産 業技術 総合研 究所 調査期間 平成 2 4 年  2 月  2 9 日  ～  2 5 年  2 月  2 8 日

調 査 業 者 名
株 式 会 社 　日 さく
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主任技師 渡 辺　寛 現 場
代 理 人 酒井 　誠志
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白色の鉱物脈が散在する。亀裂は少なく
新鮮・硬質で、コアは主に長柱状～短柱
状である。亀裂の集中している箇所のみ、
部分的に岩片状となる。

41.4ｍ～41.7ｍ　開口・密着亀裂共に多
く岩片状である。亀裂面は褐色に変色し
ている。

44.2ｍ　以深、高角度の亀裂が目立つ。

花
崗
閃
緑
岩

黒
斑
白
灰

A ～
B 

Ⅱ～

Ⅲ
a
α～

β

コアは、新鮮・硬質で、短柱状主体であ
る。部分的に高角度の開口亀裂が多く、
岩片状の箇所もある。亀裂面は茶褐色に
変色している。

泥質ホ
ルンフ
ェルス

黒
灰 B

Ⅲ～

Ⅳ
b β

48.9ｍ～49.5ｍは花崗岩の貫入が認めら
れる。花崗岩には、微細な密着亀裂が認
められるが、新鮮である。

花崗閃
緑岩

黒
斑
白
灰

A ～

B 
Ⅲ b α

泥質ホ
ルンフ
ェルス

黒
灰

A ～

B 

Ⅱ～

Ⅲ
b β

高角度～縦方向の亀裂が多く、コアは短
柱状～岩片状である。花崗岩・鉱物脈が
混在しており、51.7ｍ～52.7ｍは、花崗
岩の貫入が認められる。
51.7ｍ付近の貫入岩との接触箇所は、茶
褐色に変色しており、亀裂も多く、コア
は一部礫状となっている。花崗岩は、有
色鉱物に白濁が認められる。

黒
斑
白
灰～

黒
灰

B
Ⅲ～
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b ～

c 

α～

β

泥
質
ホ
ル
ン
フ
ェ
ル
ス
黒
灰

A ～

B 
Ⅲ a α

亀裂は少なく新鮮でコアは長柱状～短柱
状主体である。鉱物脈や密着亀裂が散在
している。一部高角度の亀裂により岩片
状となる。

砂
質
ホ
ル
ン
フ
ェ
ル
ス

緑
青
灰
A

Ⅱ～

Ⅲ
a α

61.4ｍ～61.8ｍ　花崗岩の貫入が認めら
れる。有色鉱物は認められず、上下の接
触箇所は茶褐色に変色している。

花崗閃
緑岩

黒
斑
乳
青

A ～
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Ⅱ～

Ⅲ
a α
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61.4ｍ～61.8ｍ　花崗岩の貫入が認めら
れる。有色鉱物は認められず、上下の接
触箇所は茶褐色に変色している。

花崗閃
緑岩

黒
斑
乳
青

A ～

B 

Ⅱ～

Ⅲ
a α

礫状のコアだが、各々は角ばっており、
硬質である。C Ⅴ d ε

新鮮で、コアは長柱状～短柱状主体であ
る。鉱物脈や密着した微細な亀裂が多く
認められる。

B Ⅲ b β

コアは短柱状～礫砂状である。短柱状の
箇所も密着亀裂が多く認められ、脆弱で
ある。

泥
質
ホ
ル
ン
フ
ェ
ル
ス

黒
灰

D Ⅴ d ε

コアは短柱状～岩片状主体で、部分的に
礫状となる。
65.8ｍ～67.5ｍ　亀裂が多く、脆弱であ
る。有色鉱物はほとんど認められない。
66.5ｍ付近、67.2ｍ～67.5ｍ付近にホル
ンフェルスを捕獲する。

69.0ｍ～70.0ｍ　亀裂が多く、コアは岩
片状の箇所もあるが、新鮮である。

C
Ⅲ～

Ⅳ

b ～

c 

β～

γ

コアは長柱状～短柱状主体で、亀裂の集
中している箇所のみ岩片状となっている。
微細な密着亀裂が全体的に分布し、原岩
の構造はやや乱されている。

A ～

B 

Ⅱ～

Ⅲ
a β

開口亀裂が多くコアは岩片状である。有
色鉱物の白濁が認められる。B

Ⅲ～

Ⅳ
b

β～

γ

長柱状～短柱状コア主体である。高角度
の亀裂も認められ、部分的に岩片状とな
っている。有色鉱物の白濁が認められ、
密着亀裂・鉱物脈も多く認められる。

やや開口亀裂が多くなり、コアは、短柱
状主体となる。密着した亀裂も多く、一
部礫状となっているが、新鮮である。
84.8ｍ～85.5ｍは、とくに亀裂が多く、
礫・砂状の箇所も認められる。密着亀裂
も茶褐色に変色しており、コアは脆弱で
ある。

花
崗
閃
緑
岩

黒
斑
乳
灰～

黒
斑
乳
褐

A ～

B 

Ⅱ～

Ⅲ
a

α～

β

一部長柱状だが、短柱状～岩片状主体で
ある。
85.5ｍ～86.1ｍ　黄褐色に変色している。
亀裂面も茶褐色に変色している。全体的
に高角度～縦方向の亀裂が発達している
が、新鮮で、硬質である。

黄
褐
灰

B ～

C 
c γ

B

Ⅲ～

Ⅳ

b β

開口亀裂は少なく、コアは長柱状～短柱
状である。下位の花崗岩との境界は礫状
となっており、不明瞭である。

砂
質
ホ
ル
ン
フ
ェ
ル
ス

緑
青
灰

A
Ⅱ～

Ⅲ
a α

開口・密着亀裂共に多く、脆弱で、コア
は短柱状～岩片状主体である。92.5ｍ～
93.0ｍ付近は、とくに密着亀裂が多く、
原岩の構造が乱されている。

黒
斑
白
灰～

黒
斑
乳
褐

B Ⅳ
b ～

c 

β～

γ

95.0ｍ～95.5ｍ　コアが礫～砂状である。
C
Ⅴ～

Ⅵ
d ε

95.5ｍ～97.6ｍ　亀裂はやや減り、コア
は長柱状～短柱状主体となる。花崗岩と
ホルンフェルスが混在する。

花
崗
閃
緑
岩 黒
斑
白
灰～

黒
斑
乳
青

A ～

B 

Ⅱ～

Ⅲ

b ～

c 
β

コアは短柱状～岩片状で、亀裂面は一部
茶褐色に変色している。97.7ｍ付近、花
崗岩の貫入が認められる。貫入している
花崗岩との接触箇所付近は、岩片状とな
っている。

泥質ホ
ルンフ
ェルス

黒
灰
B Ⅲ

b ～

c 
β

コアは長柱状～短柱状主体で、新鮮であ
る。一部亀裂が多い箇所は岩片状～礫状
となる。鉱物脈が散在している。

99.1ｍ～100.2ｍは花崗岩の貫入が認め
られる。開口亀裂は少なく、コアは長柱
状だが、有色鉱物は白濁しており密着亀
裂も多い。

花
崗
閃
緑

黒
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白
A
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られる。開口亀裂は少なく、コアは長柱
状だが、有色鉱物は白濁しており密着亀
裂も多い。

100.2ｍ　貫入した花崗岩との境界付近
は亀裂が多く礫状で茶褐色に変色してい
る。
100.2ｍ～100.8ｍは亀裂が多く、コアは、
岩片状である。

花
崗
閃
緑
岩

黒
斑
白
灰

A

Ⅱ～

Ⅲ
a β

107.9ｍ～108.4ｍ　高角度の亀裂も認め
られ、コアは短柱状～岩片状となる。周
囲も灰白色に変色している。

108.5ｍ～108.7ｍ　花崗岩の貫入が認め
られるが、接触部等に変質は認められな
い。
109.0ｍ～　開口亀裂はほとんどなく、
コアは棒状である。

泥
質
ホ
ル
ン
フ
ェ
ル
ス

黒
灰 A

Ⅱ～

Ⅲ
a α

開口亀裂は少なく、コアは棒状～短柱状
である。密着した亀裂は多く、茶褐色で、
コアは部分的に灰白色に濁っている。
133.3ｍ以深はホルンフェルスも混在し
ている。また、亀裂が多く、コアが岩片
状となっている。

花
崗
閃
緑
岩

黒
斑
白
灰～

黒
斑
乳
褐

A Ⅱ b β

開口亀裂は少なく、新鮮・硬質で、コア
は棒状～短柱状主体である。鉱物脈が散
在しており、網状に発達している箇所も
ある。暗灰～灰色の色調がまだらに分布
する。
117.7ｍに高角度の亀裂が分布し、コア
は岩片状となる。亀裂面は茶褐色に変色
している。

泥
質
ホ
ル
ン
フ
ェ
ル
ス

黒
灰
A
Ⅱ～

Ⅲ
a
α～

β

短柱状、岩片状のコア主体で、灰白～白
色で、有色鉱物はほとんど認められない。

122.1ｍ～123.2ｍ　暗灰色の箇所が帯状
に分布しており、周囲と比較し暗色であ
る。
123.0ｍ～125.0ｍ　岩片状のコアが多い
が、割れ目は鋭利で、変質などは認めら
れない。

125.1ｍ～128.7ｍ　縦方向の亀裂が発達
しており、脆くなっている。

127.1ｍ　亀裂が黄褐色となっている。

B
Ⅲ～

Ⅳ
b
β～

γ

129.1ｍ～131.1ｍ　コアが岩片～礫状主
体となる。亀裂面は暗褐色に変色してい
る。

C
Ⅳ～

Ⅴ
d δ

131.1ｍ～132.4ｍ　コアは長柱状～短柱
状で新鮮だが、密着した亀裂が多く認め
られる。

花
崗
閃
緑
岩

乳
褐～

乳
青

A ～

B 
Ⅲ a β

コアは、脆弱で、短柱状～礫砂状主体で
ある。A Ⅲ a α

133.0ｍ～133.7ｍ　礫～砂状のコアで、
茶褐色に変色している。

134.3ｍ　花崗岩の貫入が認められる。
礫状となってしまっているため、下位の
花崗岩との境界は不明瞭である。

泥
質
ホ
ル
ン
フ
ェ
ル
ス

黒
灰～

暗
茶
灰

C ～

D 

Ⅳ～

Ⅴ
d ε

かなり脆弱で、変質が激しいコアは岩片
状～砂状である。黄褐色や灰白色に変色
しており、部分的に、破砕後最固結した
ような形跡も認められる。

花
崗
閃
緑
岩

乳
青～

乳
褐
灰

D

Ⅳ～

Ⅴ
d ε

コアは新鮮で、だが亀裂が多く、短柱状
～岩片状主体である。139.9ｍ～140.3ｍ
は、礫状である。花崗岩の貫入が散在す
る。下位の花崗岩との境界は亀裂が多く
不明瞭である。
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180
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-133.49

-134.74

-135.99

-137.89

-140.49

-141.99

-146.99

-148.19

-150.19

-153.29

-155.09

-155.99

-159.89

-161.79

-163.19

142.60

143.85

145.10

147.00

149.60

151.10

156.10

157.30

159.30

162.40

164.20

165.10

169.00

170.90

172.30

る。下位の花崗岩との境界は亀裂が多く
不明瞭である。フ

ェ
ル
ス

灰 B Ⅲ b 

亀裂が多く、短柱状～礫状コアである。
142.6ｍ～143.8ｍは、有色鉱物が認めら
れるが、全体的に灰白色に濁っている。
143.8ｍ以深は、暗灰色～灰白色の花崗
岩で、有色鉱物は認められない。

142.6ｍ～　灰色：花崗岩とホルンフェ
ルスが混在。白色：花崗岩が優勢。

B Ⅲ b β

B ～

C 

Ⅳ～

Ⅴ

c ～

d 

γ～

δ

新鮮で亀裂が少なく、長柱状～短柱状で
ある。鉱物脈が散在する。暗灰色の花崗
岩で、有色鉱物はあまり認められない。
亀裂面は一部茶褐色に変色している。

黒
斑
白
灰～

黒
斑
乳
青

A ～

B 

Ⅲ～

Ⅳ

b ～

c 

β～

γ

脆弱となっており、コアは、岩片～礫・
砂状である。150.2ｍ～150.8ｍ付近は、
縦方向への亀裂が発達している。密着し
た亀裂も多く、やや褐色に変色している。
有色鉱物はあまり認められない。

C

Ⅳ～

Ⅴ

c ～

d 

δ～

ε

新鮮で、コアは長柱状～短柱状である。
亀裂付近は、灰白色に変色している箇所
もあるが、有色鉱物も確認でき、原岩の
構造が保存されている。

153.6ｍ～154.7ｍ付近は、ホルンフェル
スの捕獲岩が複数認められる。

155.4ｍ～155.7ｍ　岩片状となる。

黒
斑
乳
灰～

黒
斑
青
灰

a β

花
崗
閃
緑
岩

乳
青
灰

A
Ⅱ～

Ⅲ

a ～

b 

α～

β

約15㎝おきに開口亀裂が分布し、コアは
短柱状である。硬質だが、密着亀裂は多
く認められる。

泥質ホ
ルンフ
ェルス

黒
灰

B ～

C 

Ⅲ～

Ⅳ

b ～

c 
γ

コアは短柱状主体である。原岩の組織は、
部分的にしか残っておらず、再固結した
ような形跡が残る。全体的に灰白色に濁
っている。

B Ⅲ

b ～

c 

β～
γ

高角度～縦方向の亀裂が多く、コアは岩
片状となっているが、灰白色に変色して
いるものの、新鮮で、割れ目は鋭利であ
る。

C
Ⅳ～

Ⅴ
c γ

コアは長柱状～短柱状、一部礫状である。
密着亀裂が多く認められるが、新鮮であ
る。

A ～

B 
Ⅲ b β

コアは、新鮮・硬質で、亀裂が少なく、
棒状～短柱状である。C

Ⅳ～

Ⅴ
c γ

長柱状～岩片状のコア。密着した亀裂も
多く、亀裂面は、茶褐～灰白色に変色し
ている。

A ～

B 

Ⅱ～

Ⅲ
b β

亀裂が多く脆弱で、コアは短柱状～岩片
状である。短柱状で残っている171.6ｍ
～172.2ｍ付近は、コアそのものが茶褐
色に変色しており、脆弱である。特に1
72.1ｍ付近は破砕帯状となっている。

C
Ⅳ～

Ⅴ
c
γ～

δ

コアは、新鮮・硬質で、亀裂が少なく、
棒状～短柱状である。

（178.1ｍ　高角度の亀裂がある。）

179.8ｍ～180.3ｍ　亀裂が集まっており、
コアは岩片状となる。
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182
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214

-194.36

-194.99

-197.42
-197.74

-199.39

-200.59
-200.89

203.47

204.10

206.53
206.85

208.50

209.70
210.00

コアは岩片状となる。

184.6ｍ　高角度の亀裂があり、一部岩
片状となっている。亀裂周辺は、白濁し
ている。
185.0ｍ～185.4ｍ　密着亀裂が多く、一
部縦方向に開口している。

186.9ｍ～187.2ｍ　高角度の亀裂が集ま
っており、コアは岩片状となる。

188.7ｍ～188.6ｍ　コアが礫状となって
いる。

190.1ｍ～190.3ｍ　亀裂が多く、コアが
短柱状となっている。若干ではあるが、
薄茶褐色に変色している。

190.4ｍ～191.0ｍ　高角度～縦方向の亀
裂が多くなる。

A Ⅱ a α

B
Ⅲ～

Ⅳ
b β

A Ⅱ a α

206.7ｍ～206.8ｍ　亀裂が多く、脆弱で、
礫・砂状となっている。

B ～

C 

Ⅳ～

Ⅴ
d
γ～

δ
207.3ｍ～208.0ｍ　高角度の亀裂が多く
分布する。亀裂付近は、薄く白濁してい
る。A Ⅱ a α

高角度～縦方向の亀裂が発達し、コアは
岩片状主体である。209.3ｍ～209.7ｍは
脆弱で、コアは棒状となっている。

短柱状
208.5ｍ～210.0ｍ　白濁しており、有色
鉱物も白く濁っている。
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